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カテゴリー：お知らせ 

 

「山王
さんのう

塚
づか

古墳
こ ふ ん

」及び「南比企
みなみひき

窯跡
かまあと

」の国史跡への指定について 
 

（同時発表：文部科学省記者クラブ） 

 

 国の文化審議会（会長：佐藤 信
まこと

）は、令和４年１２月１６日（金曜日）開催の

同審議会文化財分科会の審議・議決を経て、川越市に所在する「山王
さんのう

塚
づか

古墳
こ ふ ん

」及び鳩

山町に所在する「南比企
みなみひき

窯跡
かまあと

」を史跡に指定するよう、文部科学大臣に答申する予定

です。 

答申された文化財は後日行われる官報告示を経て指定されます。これにより、国指

定史跡の総数は１，８８８件になり、県内の国指定史跡は２５件になります。 

鳩山町での国指定史跡は初となります。 

 

【史跡の新指定】 

１ 山王
さんのう

塚
づか

古墳
こ ふ ん

 

 ○所在の場所 川越市大塚一丁目２１番１２ほか 

 ○指 定 面 積 ８，４０９．４３㎡ 

 ○特徴・評価〔提供用写真別紙〕 

 武蔵野台地北端部、川越台の西側縁辺に立地する上円部の直径３７ｍ、下方部一辺

６９ｍ、墳
ふん

丘
きゅう

盛土の高さ５ｍ、周溝を含めた規模一辺約９０ｍの７世紀中葉以降に

築造されたと考えられる上
じょう

円
えん

下
か

方
ほう

墳
ふん

です。古墳は旧地表面を整地した後に、上
じょう

円
えん

部
ぶ

、

下
か

方
ほう

部
ぶ

・周
しゅう

溝
こう

の順で成形されています。また、墳丘は関東ロームを叩き締めて構築

されています。墳丘規模が大きいことや石室の構造は武蔵の地域的特徴を示す反面、

上円下方墳という形態は畿
き

内
ない

との密接な関係を窺わせます。古墳の構築方法や技術が

発掘調査によって、明らかにされたことが重要です。また、武蔵における最終段階の

大型古墳のひとつであり、大型古墳築造の終焉を考える上でも重要です。 
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 ○本件の詳細に関するお問合わせ先 

川越市教育委員会文化財保護課・史跡担当  電話049-224-6097（直通） 

 

 

２ 南比企
みなみひき

窯跡
かまあと

 

 ○所在の場所 比企郡鳩山町大字赤沼字石田１４１５番１ほか 

 ○指定面積  ３８，１６８．９４㎡ 

 ○特徴・評価〔提供用写真別紙〕 

 古代武蔵
む さ し

国
こく

の四大窯跡の１つです。６世紀前半から１０世紀中頃にかけて総数５０

０基超の窯が操業し、その数は東日本最多を誇ります。窯
よう

体
たい

構
こう

造
ぞう

は基本的に地下式
ち か し き

窖
あな

窯
がま

であり、８世紀前半に最大化し、１０ｍ以上の規模を有します。南比企窯跡で生産

された須恵器
す え き

や瓦
かわら

は、７世紀後半から８世紀初頭には武蔵
む さ し

国府
こ く ふ

や郡家
ぐ う け

、地方寺院等

で利用されました。また８世紀中頃の武蔵
む さ し

国分寺
こくぶんじ

創建や補修にあたり瓦が供給され、

出土した文字
も じ

瓦
がわら

から武蔵国２１郡のうち１６郡が生産に関わったことが判明してい

ます。このように、古代において関東の窯業
ようぎょう

生産の中心的役割を果たすとともに、

国分寺
こくぶんじ

造営における労働力編成の一端を示す窯跡として重要です。今回、南比企窯跡

のうち鳩山町に所在する石田
い し だ

遺跡、新沼
しんぬま

窯跡
かまあと

、天沼
あまぬま

遺跡が指定されます。 

 

 ○本件の詳細に関するお問合わせ先 

  鳩山町教育委員会文化財保護・町史担当  電話 049-296-3862（直通） 
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【川越市 山王塚古墳】 

 
山王塚古墳の遠景（川越市提供） 

 
石室から出土した門柱石（川越市提供） 

 

石室から出土した須恵器（フラスコ形長頸
ちょうけい

瓶
へい

）（川越市提供） 
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【鳩山町 南比企窯跡】 

 
新沼窯跡・天沼遺跡 俯瞰（鳩山町提供） 

 
新沼窯跡 12号窯跡全景（鳩山町提供） 

 
新沼窯跡出土須恵器（鳩山町提供） 


